
回覧 令和３年度地域版第６号

２０２１．１２．７発行

葉山町立長柄小学校

校長 益田孝彦

Tel. 046-875-6860
Fax. 046-876-0682

http://www.town.hayama.lg.jp/nagae
◆◆ 第２回学校関係者評価委員会が開かれ、学校評価を行いました。 学校中間評価パート１ ◆◆
今回も、皆様からのアンケート結果等をもとにして、学校運営方針である

（１）新しい時代に必要な資質・能力を育む学校

（２）豊かな心を育み、信頼で繋がった学校
（３）地域を愛し、地域から愛される学校

と、（４）いじめ防止に向けた対策について、その成果についての検証を行っていただきました。例年にも増し

て活発な意見交換がなされましたので、その結果を２回に分けて紹介したいと思います。

重点目標１．新しい時代に必要な資質・能力を育む学校
【学校関係者評価結果】

・話し合う活動に観点をおいているが、時代を反映したメールとかでは無く、直接顔

が見える会話は大事だと思っている。話しあうことを通した成長が大切で、何十年
後かに違いが出るだろう。９年間あると思うより、１年１年全力を尽くしてほしい

と願う。
・話し合うことはとても難しいこと。話せる人は出来るが、話すのが苦手な子にどう話させるようにしてい

くのか、学校の取り組みを知りたい。また若い先生で子どもの就学前の様子が分からない方もいると思う。

保育園と連携して研修に来て頂けるとつながって良いかもと思う。
・若い先生は見えない子どもの育ちの時期については、想像力で補わなければ行けないと思う。少なくとも

多くの先生には担当する６年間についてはしっかり理解して、チームとして子どもの育成に励んでほしい。

・評価力の向上という評価規準があるが、「教える授業」から「育む授業」を目指す中で、どんな評価にな
っていくのでしょう。→いわゆる「知識･技能」面でどういった結果だったかを伝えるだけでなく、その

結果に至るまでに「思考力･判断力･表現力」面でどんな力を発揮していたのかとか、「学びに向かう力･

人間性」面で日常生活の改善につなげる力や生涯学習力のような要素の、全部で３観点で評価しなければ
ならなくなっています。

・児童の質問７は教師と児童の傾向が一致しているが、児童質問８と６は、児童の意識と教職員の意識の乖

離が見られる。おそらく先生方が、「話し合いの質自体を、もっと高めていきたい」という強い思いから
の、意識の差が出ているのではないかなと思った。

・新しい時代に対応できる教育も必要だとは思うが、真似ばっかりであったり、アメリカナイズでない、人

間の器用さ等の「人としての良さ」を活かした教育にも目を向けていってほしい。
・教師教育、教師の育成も大事なんだろうなと思う。

・新しい時代にキーワードとなる「育む授業」「主体的対話的で深い学び」「新しい時代に必要な資質能力」

といった語句の解説を「学校だより」で是非伝えてほしい。
・(５)情報機器について、教職員のＡＢを選んでいた人数が１０月で後退している。ＩＣＴへの期待として

想像していたことと、ＩＣＴが実現することが違ったのかなと感じる。まだ定規のような普段使いのツー

ルには Chromebook がなっていないようだが、子どもはどんどん先を行くので先生方もサポートを受けな
がらでも、先を見通したバトンタッチが出来るようチーム力を発揮してほしい。

重点目標２．豊かな心を育み、信頼でつながった学校
【学校関係者評価結果】

・この項目に関しては、子どもたちがコロナ禍においても、学校での生活が落ち着

いていて、学校という居場所で過ごせている良さの実感が伝わってきている。昨
年の休校期間学校に来られない時期と違って、心の成長も戻ってきている。ただ、

一部には学校に来づらい児童もいるであろうから、その状況を含めて知りたい。

→コロナが理由の自宅待機の数は減ってるが、コロナの理由を含めてその他の理
由で複合的に学校に来づらくなってしまっている児童はいる。来づらさがある児

童が通える場所があるなら、そこで良いから通ってほしいなと願っている。

・教職員と児童がほぼ一致している。
・挨拶はするように指導していますか？挨拶しない児童が気になります。→「弱いです。コロナで大きな声

での挨拶を励行しにくくなりました。続けられなくなりました。」

・児童は良く挨拶してくれていますが、私自身は、挨拶がかえってこなくても構わないと思っています。挨
拶しなさいという教育はしたくない。子どもたちが自発的に挨拶できるまで待てば良いなと思っている。

道標
自分も人も大切に
～思いやり
・チャレンジ

・しなやかな心～

長柄小学校学校だより



長柄小学校学校だより

・教職員アンケートの（４）が、3.71 という高い数値を打ち出しているが、何か根拠があるのだろうか？実
感があるのかなぁと感じる。子どもたちは相談できているってことなのでしょうか？

→子どもに同じ質問が無いのが残念。教師感覚と児童の感覚がずれることがあるので注意が必要。
・学校の中で、「仲の良い友だち関係」を目指すときに、学級づくりにおいて、小グループがいくつか存在

し、優劣のような「活発」なグループと「控えめ」なグループが出来ると思います。その間で、いじめだ

排除だといった行為が生まれたら、学級づくりの再編が必要と思いますが、どのように先生方は解決して
いく手法があるのでしょうか。→一般的には、クラスで共有し事実をしっかり受け止めることが重要。は

ずしが分かったときに、子どもたちが事実をしっかり受け止められると、根が純粋で素直な児童が多いの

で、子どもたち自身に解決策を考えさせて、立ち向かわせる手法等がある。
（次号パート２にて、残りの部分は紹介させていただきます。）

◆◆ １１月は各学年で、計画通り学年行事等を実施できました。 ◆◆

（１）５日は、全校体制での避難訓練を実施しました。児童は混乱なく避難でき

ましたが、教員側は反省があり、やって良かったと感じました。
（２）５年生宿泊行事は、９日・１０日と「上郷森の家」で無事宿泊体験ができ

ました。大雨もうまくかわしながら様々なプログラムを実施できました。

私は、夜の１１時半頃顔を出して、就寝の様子を確認してきました。まだ
眠れない児童もいましたが、楽しい経験を積めたようです。

（３）４年生の遠足は、１０日に「かわさき宙

と緑の科学館」に行ってきました。プラネタリ
ウムを体験したり、民家園で古民家を見たり、

見聞を深めてきました。波が高く乗船体験はで

きませんでしたが、楽しく過ごせたようです。
（４）１１日には、「音楽鑑賞会」が開かれまし

た。影絵と音楽を組み合わせた素敵な経験がで

きました。「１００万回生きたねこ」には、ぐっ
とくるものが児童にもあったのではと推察して

います。

（５）１２日は、６年生がふれあい体験事業「い
のちの話」を体育館で受けることができました。

一人ひとりがいのちの大切さについてしっかり

と向き合える良い体験ができたと思っています。
（６）１３日は、３年生がズーラシアに遠足に

行きました。動物園なので笛や拡声器を使えない行事ですが、児童の聞く姿勢

も良く、楽しい動物園体験をしてきたようです。
（７）１８日は、低学年が八景島シーパラダイスに遠足に行きました。当日は小

学校団体１４校という情報も入り、間違って他校についていかないといい

なと心配もしましたが、無事楽しく実施して帰ってきました。バス６台と
いうのは今までの最高記録ですが、学校でも混乱はなく皆様のご協力に感

謝いたします。
（８）２２日は教育委員さんの学校訪問と、午後からは、日産財団の理科教育助

成にかかる、理科の研究授業発表を行いました。午前午後と学校の授業の様子を参観していただき、児童

が落ち着いて授業を受けている様子や、教科内容に興味を持って学習する姿や、Chromebook を使いこな
している様子を見ていいただくことができました。

◆◆ 東京の感染者は３０名以下が続いてますが、世界ではオミクロン株の急拡大が懸念されています。 ◆◆

ヨーロッパでは１日の感染者が各国数万人という状態で、制限緩和が早すぎたといわれています。加えて国が

再度取ろうとする感染防止対策には反対派の人もいて、暴動まで起こっています。日本より接種率の高いお隣韓
国でも、１日４千人を超える感染の広がりを見せています。専門家が言う、「第６波は来る」という予想もあな

がち否定できません。

ただ、東京・神奈川の感染状況は今現在、悪い状況とは言えないので、「今がチャンス」と考えています。お
かげさまで、６年鎌倉見学を除く遠足を全てやりきりました。今まで制限していた「調理実習」といった食べる

ことを扱うイベントも解禁しています。授業形式も対面場面が増えても了承しています。

かっての日常との違いは、「マスクの着用」です。マスク無しで生活させたいという保護者の方の自由記述意
見も読ませていただきました。お応えしてあげたいのですが、世界の状況に目をやると、緩和の早過ぎに陥りた

くないとも思います。児童には、マスク生活を今しばらくお願いしていきますことを、地域の皆様にも併せて、

何卒ご理解いただきたいと願います。


